
  

 

第１３８８回 例会 ２０２０年（令和２年）１月１４日 

（職業奉仕月間） 

前回（１２月２３日）例会記録  

◇プログレス 藤井 宏明 副ＳＡＡ  

 

１．来客紹介  岡野 秀章  親睦委員       

  ゲスト：０名 地区外：０名 地区内：０名 合計：０名 

 

２．会長の時間  塩尻 明夫 会長 

 

皆様こんにちは。先週はクリスマス懇親会、大変盛り上がりました。 

山川親睦委員長はじめ、準備や運営を進めて頂いた皆様、またコーラスのみなみな様方、 

本当にお疲れさまでした。 

会長が終わって落ち着いたら、来年は私も久しぶりにバイオリンを弾かせてもらおうかと思い 

ました。また、澤田さんにはたくさんのカオハガンキルトのご提供ありがとうございました。 

正直、金額を見ると結構持ち出しされているのではないかと思い申し訳ありません。 

私の思い付きでしたが、お蔭様で体裁だけは整わせて頂くことができたようです。 

今回の売上金はもちろん活動資金としてお持ち下さい。 

かなり澤田さんにはご負担をお掛けしてしまったのですが、これに懲りず、来年以降もこういった「チャリティ」性のある 

活動で皆から楽しく資金を集められるような仕組みづくりを進めていきたいものです。 

なおTシャツについては、来年のバリ島などで使わせて頂く予定ですので、その日を今から楽しみにしております。 

本日のプログラム                      （本日のプログレス 俣野 富美雄 ＳＡＡ） 

○ ロ‐タリ‐ソング 「君が代」 

○ 会長の時間  ◎ 幹事報告  ◎ 委員会報告  ◎ ニコニコ箱報告  ◎ 出席報告 

○ １月お誕生月会員お祝い 

○ 例 会 １１階「アスターボールルーム」 １７：００～１７：５０ 

○ 年男放談・会員懇親会 １１階「アスターボールルーム」 １８：００～２０：００ 

○ 理事会 １１階「エンパイアボードルーム」 １６：００～１６：５０ 



 

さて、昨日日曜日は冬至でした。 

皆さんよくご存じと思いますが、冬至は一年で一番太陽の位置が低くなり、日中の時間が最も短くなる日を言います。 

ということで、気温の上がり始める立春と並び、光の春の始まりともいわれています。 

冬至にはゆず湯も一般的ですね。皆さんゆず湯には入られましたでしょうか？ 

このゆず湯、冬至の日に入ると風邪などを引かず冬を過ごせるなどと言われていますが、その理由には諸説あるそうです。 

科学的には、ゆずの成分が血行の促進や抗菌、美肌などの効果や、香りによるリラックス効果などがあるといわれています。 

また先ほどの春の始まりの日に「禊により体を清めて厄を払う」ためであるとも言われているようです。 

このゆず湯、今年特有のトピックで、今ネット上で話題になっているネタがあります。 

それは「ゆず湯用として売られているゆずは、軽減税率の対象となるかどうか」です。 

食用としてスーパーなどで売られている場合には軽減税率の８％が適用されるのですが、「ゆず湯」用は食用ではなく、 

一種の入浴剤となります。となれば、軽減税率の対象にはならないのではないか。コンビニのイートインのように、「持ち帰る

からと言って中で食べると脱税？」みたいな論点ですね。これを、まあちょっとばかばかしいですが国税庁に問い合わせた

人がいます。その答えは「ゆず湯用として食品以外のゆずを販売する実態があるのかわからないので正確な回答はでき 

ない」と前置きしたうえで、「一般にスーパーで食品として売られているものであれば、仮に『ゆず湯用に』とうたい文句を 

添えたとしても、適用税率は8％で変わりません」とのことだったそうです。 

ゆずだけに「融通を効かせてくれ」との気の利いた受け答えだったのかもしれません。 

令和最初の年も、とうとう最後の例会日を迎えました。 

年末何かとお忙しいとは思いますが、体調に気を付けてよい新年を迎えましょう。 

それでは今年最後の会長の時間を終わります。 

 

３．委員会報告 

◎ 青少年奉仕委員会 片岡 清夫 委員長 

１２月２０日（金）の大阪市立開平小学校の生徒さんの社会体験学習を受け入れてくださいました澤田会員、清水会員、 

小島会員、新川会員、藤井会員、お世話になりありがとうございました。生徒さんにとって大変貴重な体験になったと 

思います。また藤井会員には生徒さんへのお土産のお菓子の手配までしていただき重ねて御礼申し上げます。 

 

◎ 国際奉仕委員会 澤田 宗久 委員 

いつも歯科医医療奉仕活動に御理解ご支援を頂きありがとうございます。 

１２月１３（金）、１４（土）に国際会議場に於いて、国際ロータリー 第２６６０地区の地区大会がありました。 

各ＲＣがサポートしている出展１０団体に対してお礼文が届きましたので、以下にそのままご報告致します。 

 

2019-20年度 国際ロータリー第2660地区 地区大会のお礼 

謹啓 寒気の候、益々ご清祥のこととお慶び申し上げます。 

さて、12月14日、大阪国際会議場にて開催致しました2019-20年度 国際ロータリー第2660地区 地区大会 友愛の 

広場にご出展賜り、心より厚くお礼申し上げます。本会議には約1,900名のご登録を頂きました。また、一般に公開された 

シンポジウムにも多数の来場を賜りました。このたびのご出展が、少しでも今後貴団体の発展に繋がれば幸いです。 

 多くの会員並びに関係各位が一堂に会し、地区大会を盛大につつがなく終えることが出来ましたのは、ご参加下さい 

ました皆様方のご理解とご協力の賜物でございます。略儀ながら書中にてお礼申し上げます。 

 末筆ながら、時節柄何卒一層ご自愛賜りますようお願い申し上げます。 

 

 

◎ 親睦委員会 山川 良知 委員 

１２月１６日（月）のクリスマス家族懇親会には多くの方のご出席、ご協力を賜りありがとうございました。何かと不手際も 

あったかとは存じますが、無事に終えられたことを感謝いたします。また、１月１４日（月）には新年初例会、１月２７日（月） 

には、新入会員歓迎会を開催致しますので、奮ってご参加頂きますようお願いいたします。 

 



 

４．ニコニコ報告  吉本 力 親睦委員 

塩尻 会員・・・・来年もよろしくお願い申し上げます。 

澤田 会員・・・・楽しいクリスマス会では沢山のカオハガンキルトをお買い上げいただきありがとうございました。島民も 

          喜んでくれると思います。皆様方のご奉仕にいつも感謝しています。 

岡野 会員・・・・昨日、地元宝塚ハーフマラソンを２時間弱で完走。１１月にはフルマラソン２回、４時間半で完走できました。 

          年明けもフルマラソン１回と、ハーフマラソン２回がんばります！ 

岡本(真)、甚田、沖、片岡、岡本(茂)、俣野、中嶋、原山、新川、清水、井澤、藤井、平山、吉本、小島、小山、北野、山川、 

宮原、松谷、伊藤、栗原、大嶋、 

  各会員・・・・本年最終例会です 良い年をお迎えください 

 

５．出席報告 藤井 宏明 副ＳＡＡ 

会員総数 ３６名 出席率計算会員数 ３５名 出席会員数 ３１名 出席率 ８９％ 

第１３８５回（１２月２日） 修正出席率 ９４％ 

 

６．イニシエーションスピーチ 

◎ 洪 理恵 会員 

 

こんにちは、洪理恵です。 

本日はお時間を頂きありがとうございます。改めて自己紹介をさせて頂きます。 

現在、ニチワシステムというシステム開発会社の代表をしておりますが、二年程前までは 

今とはまったく違った暮らしをしておりました。 

大阪府の最南端、海あり山ありの田舎町で小学生の年子兄弟を育てながら、忙しい夫の 

帰りを待ち、お世話する専業主婦でした。 

その頃は食育のために始めた趣味の畑にハマりまして、様々な野菜を育てて、地域の活動に

参加して、微力ながらもお役に立てることに喜びを感じ、ささやかながらも充実した幸せの日々。。。 

そんな毎日がある一本の電話で一変します。 

体調に異変を感じて病院へ行った夫からの電話でした。「白血病の疑いがあるらしい。入院する事になった。お前達が 

通えるところで血液内科のある病院の受入れ先を探してもらっている」 きっと何かの間違いだろうという思いも虚しく、 

そこから闘病生活がはじまり、二回骨髄移植を受けてもまた再発し、たった１０ヶ月で夫は亡くなりました。 

夫の遺言で会社を継ぐように言われた私は葬儀の翌日、社員の前に立ち、会社を継ぎ、存続させることを皆に誓った 

のです。 

沢山の書類にサイン捺印をして、自分の背負ったことの重さに震えました。 

そこから今まで色々なことがありましたが、いつも胸に想うのは…あの日の社員達の顔、大変な時によくついてきてくれた 

という感謝。もう今までみたいにずっと一緒にいてあげることができないと話した時に、それでもお父さんの会社を辞めない

でほしいと言った子供たちの眼差し、そして、最後の時まで懸命に生きようとした夫の姿です。 

最初は正直不安ばかりでしたが、たくさんの人に支えて頂いたおかげで前を向くことができました。 

絶対に皆を幸せにする！夫の夢を叶える！その想いで毎日仕事をしています。 

生きる意味といいますか、私に役割を与えてくれた夫にも、いまでは感謝しています。 

しかしながら、私には誇れるような経歴も知識もありません。想いだけでは進めないこともあり、自分の不甲斐なさに落ち込む

ことがあります。 

そのような時に的確なアドバイスで力になって下さったのは塩尻先生です。 

そして先生をご紹介して下さったのは夫の経営者仲間の方でした。 

ご縁の有難さ、大切さを心から実感しております。「ロータリークラブはきっと洪さんの為になる」と尊敬する塩尻先生が 

お声がけくださいました。このご縁に感謝して、諸先輩方からたくさんのことを学ばせて頂きたいです。 

どうぞ、よろしくお願いいたします。 

 



 

◎ 中嶋 啓至 会員 

 

皆様、こんにちは。 

新会員としての自己紹介をさせていただきます。 

岡野さんのご紹介により、２０１９年１２月からお世話になります、中嶋啓至と申します。 

漢字は、真ん中の「中」にヤマドリの「嶋」で、ナカシマと読みます。そして、啓蒙の「啓」に「至」と

書いて、ヒロシと読みます。 

年齢は、昭和４７年生まれの４７歳。家族は、妻、長女１０歳、長男５歳の４人家族です。結婚は 

３５歳の時にしましたので、現在１２年目です。 

住まいは、兵庫県西宮市です。以前は、宝塚市に住んでおりましたが、娘の小学校入学とともに西宮市に引っ越しました。 

出身は、愛知県の小牧市という所です。小牧長久手の戦いの小牧です。 

名古屋の中学高校、東京の大学を卒業し、大阪で就職をしました。そこからずっと関西におります。 

実家は、祖父が始めた服屋さんを経営しておりました。大学卒業後、修行のため２年間兵庫県の知り合いのお店で働いて 

おりましたが、景気の低迷や自分自身の考えもあり、実家を継ぐことを辞めました。その後、大阪の人材派遣会社で営業の 

仕事をしておりましたところ、３０歳のとき今のメットライフ（当時のアリコジャパン）よりスカウトを受けて、２００３年３月より 

現在の仕事をしております。 

現在、メットライフ生命保険株式会社で、生命保険の営業の仕事をしています。また、損害保険代理店として、ＡＩＧ 

損保を扱っています。現在１７年目です。 

転職のきっかけは、これといった強いこだわりもなく、フルコミッションの世界で自分の力を試してみたいという考えがありま 

した。そんな甘い考えでしたので、最初は相当苦労しました。 

転職前は年収５００万円くらいでしたが、転職後の収入は、年収２００万円程度になりました。少ない時は、手取り５万円くらい。

家賃が６万円でしたので、わずかな５０万円の貯金を少しずつ取り崩しながら生活をしていました。電車代を浮かせるために、

心斎橋から梅田辺りまでは歩いていましたし、お昼ご飯は吉野家の当時２８０円の牛丼か立ち食いカレー。３、４年はそんな

生活が続いていました。それでも何とかめげずにコツコツと仕事を続けて、ようやく５年目に会社の最低基準の表象基準に 

入賞しました。成長したきっかけは、人との出会いによるものです。 

業界の先輩との出会い、お客様との出会い。人と出会うことで、自分の考えが変わり、行動も変わっていったように感じて 

います。そして、入社から８年目でようやく、生命保険の世界基準であるＭＤＲＴ（ミリオン・ダラー・ラウンド・テーブル） 

基準もクリアし、今年その１０回目の基準をクリアして、２０２０年度ＭＤＲＴ成績資格終身会員となることも出来ました。 

自分をここまで育ててくれた業界に対しても恩返しをしたいという思いから、生命保険業界のＭＤＲＴやＪＡＩＦＡという 

団体でボランティア活動も行っています。 

仕事のスタイルは、ご紹介で個人法人問わず、保険のお話をさせていただいています。また、日本は、義務教育に 

お金の授業がありません。お金の貯め方や保険の入り方を伝えるために、ママ向けに産婦人科さんや従業員向けに 

企業さんに出向いて、金融教育・マネーセミナーなども行っています。 

休みの日は、土日のどちらかに仕事を入れる時もありますが、子どもがまだ小さいという事もあり、基本家族と過ごすように 

しています。土日は、バーベキューや動物園、水族館、温泉旅行などに出かけています。 

趣味と呼べるものはあまりありませんので、皆さんの趣味なども教えていただけると嬉しいです。 

また、年に数回ですが、スコアは別にしてゴルフ場に行くのが好きです。 

スポーツは、中学まで水泳、高校生まで柔道をしていました。初段です。 

最近はまっていることは、平日の朝、スポーツクラブに行って１時間ほど汗を流してから出社しています。フィールサイクルと

いう暗闇でエアロバイクを漕ぐ、ニューヨーク発の暗闇バイクエクササイズです。暗闇で音楽に合わせてバイクを漕ぐもので

すが、これがまた最高に気持ちが良いのです。少しハードなので、終わったらくたくたになる時もありますが、朝に汗を流し

てシャワーを浴びてから仕事をすると、スッキリとして気分で仕事が出来るのです。ただ、朝早く起きるので、夜は早めに眠く

なってしまいますが。 

縁あって、この大阪船場ロータリークラブの一員となることが出来ました。ロータリークラブの先輩として、また人生の先輩と 

して、色々と教えていただけたらと思っていますし、自分自身出来ることはどんどんと貢献していけたらと思っています。 

今後ともどうぞよろしくお願いします。 



 

 

 

☆☆☆ 大阪市立開平小学校 キャリア教育体験学習について ☆☆☆ 

             令和元年１２月２０日（金） 

 

  【受入企業：栄和産業㈱ ㈱コジマ 共栄社化学㈱ エース㈱ 澤田歯科 東ビルエンタープライズ㈱】 

                                            

 2019年12月20日（金）に恒例行事となっている、「大阪市立開平小学校 キャリア教育体験学習」として、 

同校５・６年生59名を、当クラブ６会員の企業にて受入を行いました。 

当社ホテルにも、校長先生自ら引率され、８名の生徒にお越しいただきました。 

到着後会議室にて、「ホテルの概要や仕事について」 ホテルスタッフがスライドを用いながら説明しましたが、 

スタッフの方が緊張している様子が印象的でした。笑 

その後ホテル探索として、客室清掃を見学をしたり、実際にシーツをセットする作業を体験。 

普段見ることの無いホテル厨房の中も見学し、強力な火力で料理を作る際、大きな火柱があがるのを見た時は 

一斉に歓声をあげ驚いていました。また、ホテルフロントではフロント係りと、お客様の役に分かれて見学し、 

丁寧に鍵を受け渡しする姿が微笑ましく、見るもの全てが珍しいといった感じで本当に目を輝かせている姿は 

忘れることが出来ません。 

このような機会を通して、従業員が改めて仕事の大切さや働くことの素晴らしさ・誇りを感じてもらい、やがて 

子供達にそれを伝えていけるようになって欲しいと思っています。 

同校も生徒数が急激に増加しているとの事ですが、是非当クラブの継続的な活動として大切にしたいと感じました。 

このような機会を与えていただき感謝致します。 

青少年奉仕委員長 藤井 宏明 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

体験学習風景 <ホテルサンホワイト> 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

 

 
                                         ・・・ガバナー月信 １月号より・・・ 

 

 
                  ☆次回１月２０日（月）例会予定 



 

                     ・フリートーク 


